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防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
工
事

老
朽
化
し
た
防
災
行
政
無
線

を
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
し
ま
す
。

屋
外
拡
声
子
局
を
改
修
・
新

設
し
、
各
家
庭
に
戸
別
受
信
機

を
設
置
（
無
償
貸
与
）
す
る
こ

と
に
よ
り
災
害
や
防
災
上
の
緊

急
情
報
等
を
村
内
全
域
に
円
滑

に
伝
達
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

う
事
業
で
す
。

○
工
事
期
間

平
成
28
年
７
月
７
日
〜

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

○
工
事
費
用

３
億
７
８
０
０
万
円

○
工
事
内
容

屋
外
拡
声
子
局
の
デ
ジ
タ
ル

化
改
修
及
び
新
設
工
事
、
戸
別

受
信
機
の
全
戸
設
置
、
指
定
緊

急
避
難
所
（
小
中
学
校
）
の
放

送
設
備
改
修
、
移
動
系
無
線
装

置
の
整
備
。

※
工
事
工
程
や
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
広
報
や
回
覧
等

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
災
拠
点
施
設
建
設
工
事

泉
崎
村
役
場
旧
庁
舎
跡
地
に

防
災
拠
点
と
な
る
施
設
を
建
設

し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
災
害
時
に
お

け
る
救
助
・
救
援
活
動
拠
点
及

び
指
定
緊
急
避
難
所
と
な
る
ほ

か
、
様
々
な
備
蓄
品
や
資
機
材

な
ど
を
保
管
し
て
お
く
た
め
の

施
設
で
す
。

ま
た
、
災
害
防
災
に
関
す
る

様
々
な
研
修
会
の
開
催
利
用
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
工
事
期
間

平
成
28
年
７
月
７
日
〜

平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で

○
工
事
費
用

１
億
６
０
９
２
万
円

○
建
物
規
模

地
上
１
階
鉄
骨
造

床
面
積
３
４
６．

５
０
㎡

○問
村
住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー

プ蕁
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

防災拠点は、一般的には、災害発生時に防災活
動の拠点となる施設や場所のことをいいます。平
常時には、防災に関する研修・訓練の場や地域住
民の憩いの場等となり、一方で災害時には、防災
活動のベースキャンプや住民の避難地となります。

地震や噴火等の大規模自然災害、
火災等の多くの災害は予告なく突然
襲ってきます。被災地では情報が錯
綜し、人々がパニック状態に陥るこ
とも少なくありません。被害を最小
限に抑え、二次災害の発生を防ぐの
は、正確な災害情報の収集と地域住
民への迅速な情報伝達です。

泉
崎
村
の
防
災
力
を
強
化
す
る
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

防災拠点施設のイメージ
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村
定
住
促
進
戸
建
住
宅
入
居
者
募
集

泉
崎
村
で
は
、
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
べ
く
若
年
層
の
方
々

の
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
人
口
増
加
及
び
地
域
社
会

の
活
性
化
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
事
業
は
、
入
居
者
が
一

定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ

り
、
将
来
賃
貸
住
宅
を
安
価
で

有
償
譲
渡
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。主

な
入
居
の

資
格
と
し
て
、

①
将
来
に
わ
た

っ
て
泉
崎
村
に

定
住
し
、
村
の

行
事
や
地
域
の

活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、

村
の
発
展
に
寄

与
す
る
意
思
を

有
す
る
者
。
②

夫
婦
健
在
で
12

歳
以
下
の
子
供

２
人
以
上
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

③
同
じ
会
社
等

で
３
年
間
以
上

継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
同
じ
業
務
を
３
年
間
以

上
継
続
し
て
営
ん
で
い
る
こ
と

等
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○問
村
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ

蕁
０
２
４
８
・
５
３
・
２
２
３
８

個
人
線
量
計
の
配
布
に
つ
い
て

原
発
事
故
の
長
期
化
に
伴
い
、

妊
婦
や
子
ど
も
を
持
つ
親
の
不

安
の
解
消
や
健
康
管
理
の
一
環

と
し
て
、
今
年
度
も
個
人
線
量

計
を
配
付
し
、
個
人
の
積
算
放

射
線
量
を
測
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
放
射
線
量

測
定
を
ご
希
望
さ
れ
る
お
子
さ

ん
の
保
護
者
の
方
は
個
人
線
量

計
を
配
付
し
ま
す
の
で
、
村
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
住
民

福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
）
ま
で

受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
村
内
の
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所
に
通
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
、
学
校
等
を
通

じ
て
配
付
し
ま
す
。

○
日
時

９
月
１
日
貅

８：

30
〜
17：
00

○
対
象
者

泉
崎
村
に
住
民
票
の
あ
る
０

歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ

ん○問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー

プ蕁
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

川
柳
　
あ
じ
さ
い

梅
雨
受
け
て
紫
陽
花
の
花
咲
き
誇
る
　
　
　
　
中
畑
ツ
ヤ
子

梅
雨
晴
れ
間
紫
陽
花
今
日
も
笑
み
て
咲
く
　
　
須
藤
　
節
子

咲
き
初
め
し
紫
陽
花
の
花
卓
に
差
す
　
　
　
　
塚
田
　
照
子

花
や
い
だ
紫
陽
花
の
道
ジ
ョ
ギ
ン
す
　
　
　
　
秋
山
　
典
邦

紫
陽
花
の
花
咲
く
道
で
立
ち
ど
ま
る
　
　
　
　
金
沢
ミ
サ
子

す
い
す
い
と
紫
陽
花
通
り
踏
む
ペ
タ
ル
　
　
　
菊
地
　
汀
舟

俚
謡
　
節
約

電
気
使
用
や
水
道
水
も
日
々
の
節
約
心
が
け

中
畑
ツ
ヤ
子

自
然
守
る
は
我
等
の
努
め
そ
ん
な
一
つ
に
節
約
を須

藤
　
節
子

今
日
の
節
約
色
ど
り
野
菜
ト
マ
ト
キ
ュ
ウ
リ
の
味
を
見
る

塚
田
　
照
子

お
金
た
め
よ
と
節
約
し
た
が
読
書
が
好
き
で
本
を
買
う

秋
山
　
典
邦

年
金
暮
し
に
生
き
て
る
お
金
余
生
楽
し
く
日
を
送
る

金
沢
ミ
サ
子

出
費
節
約
野
菜
を
育
て
夕
げ
の
膳
に
山
と
盛
る

菊
地
　
汀
舟

成
人
学
級
　
文
芸
ク
ラ
ブ
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幼
稚
園
に
村
の
花
サ
ツ

キ
を
記
念
植
樹

福
島
民
報
社
が
進
め
て

お
り
ま
す
59
市
町
村
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
記
念
植

樹
が
６
月
24
日
貊
泉
崎
幼

稚
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
30
年
に

南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
植
樹
祭
に
向
け
て
県

内
各
地
の
植
樹
活
動
を
リ

レ
ー
で
結
ぶ
「
森
林
と
の

き
ず
な
づ
く
り
植
樹
リ
レ

ー
」
と
併
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

福
島
民
報
社
遠
藤
義
範

常
務
か
ら
事
業
の
趣
旨
説

明
と
ご
挨
拶
を
頂
き
、
そ

の
後
、
村
長
が
「
サ
ツ
キ

が
毎
年
き
れ
い
な
花
を
咲

か
せ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

記
念
植
樹
は
幼
稚
園
年

長
児
45
名
全
員
が
出
席
し
、

村
長
・
副
村
長
・
教
育
長
、

県
森
林
林
業
緑
化
協
会
渡

辺
裕
樹
常
務
理
事
、
幼
稚

園
長
、
主
任
教
諭
、
園
児

代
表
の
高
田
稟
ち
ゃ
ん
、

鈴
木
健
琉
ち
ゃ
ん
、
橋
本

大
聖
ち
ゃ
ん
、
深
沢
澪
奈

ち
ゃ
ん
が
ス
コ
ッ
プ
で
サ

ツ
キ
の
根
元
に
土
を
か
け

ま
し
た
。

支
部
対
抗
野
球
大
会

７
月
３
日
豸
、
さ
つ
き

公
園
野
球
場
に
お
い
て
支

部
対
抗
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
４
支
部
が
参

加
し
結
果
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

優
　
勝
　
原
支
部

準
優
勝
　
北
平
山
支
部

三
　
位
　
太
田
川
支
部

三
　
位
　
瀬
知
房
支
部

支
部
対
抗
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

６
月
18
日
貍
、
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
支
部
対
抗
家
庭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
５
支
部
が
参

加
し
結
果
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

優
　
勝
　
八
雲
支
部

準
優
勝
　
北
平
山
支
部

三
　
位
　
踏
瀬
支
部

三
　
位
　
原
支
部

保
育
所
花
火
大
会

７
月
15
日
貊
父
母
の
会

主
催
の
花
火
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

心
配
し
て
い
た
雨
も
止

み
、
お
土
産
交
換
で
は
、

ピ
カ
ピ
カ
光
る
ネ
ッ
ク
レ

ス
や
花
火
、
お
菓
子
を
も

ら
い
沢
山
の
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
花
火
が
始
ま

る
と
、
拍
手
や
歓
声
が
上

が
り
、
保
育
所
名
物
の
ナ

イ
ア
ガ
ラ
の
滝
の
場
面
で

は
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

夏
な
ら
で
は
の
素
敵
な

時
間
を
親
子
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

花
火
大
会
と
同
時
に
バ

ザ
ー
が
行
わ
れ
各
家
庭
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
品

物
が
ホ
ー
ル
で
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

バ
ザ
ー
の
収
益
金
の
一

部
は
11
月
に
行
わ
れ
る
乳

幼
児
家
庭
教
育
学
級
の
中

の
経
費
に
充
て
た
い
と
思

い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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小
・
中
学
生
レ
シ
テ
ー
シ

ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
20
回
泉
崎
村
小
・
中

学
生
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
、
６
月
25
日
貍

に
第
一
小
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
村
内
の
児
童

生
徒
合
わ
せ
て
56
名
が
、
練

習
し
た
成
果
を
堂
々
と
発
表

し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
開
催
に
あ
た

り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
、
小
・
中
学
校
の
先

生
方
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
方
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
、
関
係
各

位
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

成
績
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

「
日
本
語
の
部
」

小
学
生
Ⅰ
部
（
１
〜
３
年
）

１
位
　
木
野
内
和
奏

二
小
３
年

２
位
　
橋
本

空
河

二
小
３
年

３
位
　
草
野

創
太

一
小
２
年

小
学
生
Ⅱ
部
（
４
〜
６
年
）

１
位
　
半
澤

旺
雅

一
小
４
年

２
位
　
半
澤

蒼
良

一
小
６
年

３
位
　
鈴
木

結
女

二
小
５
年

中
学
生
の
部

１
位
　
橋
本

佳
樹
　

中
学
２
年

２
位
　
半
澤

月
菜中

学
２
年

「
英
語
の
部
」

小
学
生
Ⅰ
部
（
１
〜
３
年
）

１
位
　
秋
　
　
迦
成一

小
３
年

２
位
　
郷
　

來
寧二

小
３
年

３
位
　
水
戸

心
音一

小
３
年

小
学
生
Ⅱ
部
（
４
〜
６
年
）

１
位
　
國
井

里
歩二

小
５
年

２
位
　
水
戸
乙
音
杷一

小
５
年

３
位
　
丸
山

紗
空一

小
６
年

中
学
生
の
部

１
位
　
本
柳

理
那中

学
２
年

２
位
　
澤
田

直
希中

学
２
年

横
穴
の
草
刈
り
を
実
施

７
月
９
日
貍
泉
崎
村
い

ち
ょ
う
の
会
と
久
保
木
村

長
・
岡
部
副
村
長
・
古
宇

田
中
央
公
民
館
長
ら
20
名

が
横
穴
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

早
朝
６
時
か
ら
草
刈
り

機
や
、
鎌
、
バ
リ
カ
ン
を

使
っ
て
１
時
間
半
を
か
け

て
横
穴
の
周
り
を
き
れ
い

に
し
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
「
た
ま
ね

ぎ
の
収
穫
」
幼
稚
園

６
月
29
日
貉
、
年
長
組

が
こ
こ
ろ
ん
フ
ァ
ー
ム
の

ご
好
意
に
よ
り
、
た
ま
ね

ぎ
の
収
穫
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

掘
っ
て
、
収
穫
し
て
、

運
ん
で
…
の
作
業
は
、
思

っ
て
い
た
よ
り
も
大
変
な

作
業
で
、
子
ど
も
達
は
た

く
さ
ん
の
汗
を
か
き
な
が

ら
、
土
の
感
触
と
収
穫
の

喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
収
穫

し
た
、
大
き
な
た
ま
ね
ぎ

の
お
土
産
も
い
た
だ
き
、

一
人
一
人
大
満
足
の
表
情

で
園
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

園
内
で
は
経
験
が
で
き

な
い
貴
重
な
直
接
体
験
の

場
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、

こ
こ
ろ
ん
フ
ァ
ー
ム
の
皆

さ
ま
に
感
謝
を
い
た
し
ま

す
。
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第
66
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動

「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た

人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
安
全
で
安
心
な
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

７
月
４
日
豺
白
河
地
区

保
護
司
会
の
方
々
が
役
場

を
訪
れ
犯
罪
の
な
い
明
る

い
社
会
作
り
に
協
力
を
求

め
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び

福
島
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

東
邦
銀
行
㈱

音
響
設
備
を
寄
贈

７
月
４
日
豺
役
場
村
長

室
に
お
い
て
東
邦
銀
行
か

ら
の
記
念
品
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
泉
崎
村
役
場

新
庁
舎
の
落
成
を
記
念
し

て
、
「
音
響
設
備
」
デ
ジ

タ
ル
式
ポ
ー
タ
ブ
ル
ワ
イ

ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
セ
ッ
ト
一

式
が
東
邦
銀
行
須
藤
英
穂

常
務
取
締
役
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
菊
地
健
一
執

行
役
員
白
河
支
店
長
も
同

席
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
が
「
屋
内
外
で
の

イ
ベ
ン
ト
、
集
会
や
防
災

訓
練
ま
た
、
災
害
時
な
ど

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
御
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

泉
崎
郵
便
局
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

開
催７

月
７
日
貅
八
雲
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
泉
崎
郵

便
局
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

前
日
の
雨
で
湿
度
も
高

く
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
悪
い
中
、
元
気

に
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。

団
体
の
部

優
　
勝
　
八
　
雲

準
優
勝
　
天
王
台

３
　
位
　
関
和
久

個
人
の
部

優
　
勝
　
黒
崎
汎
視
（
八
雲
）

準
優
勝
　
小
林
規
浩
（
八
雲
）

３
　
位
　
鈴
木
文
子（

瀬
知
房
）

英
会
話
教
室
開
講

６
月
29
日
貉
村
中
央
公

民
館
に
お
い
て
キ
ッ
ズ
英

会
話
教
室
の
開
講
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
か
ら
小
学
校
ま

で
の
児
童
が
保
護
者
の
方

と
一
緒
に
参
加
し
て
、
自

己
紹
介
・
ク
イ
ズ
な
ど
を

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
ダ
ル
ト
英

会
話
教
室
の
開
講
式
も
行

わ
れ
、
村
内
外
か
ら
受
講

者
が
参
加
し
和
や
か
な
雰

囲
気
で
授
業
を
受
け
ま
し

た
。

○問
村
中
央
公
民
館

蕁
０
２
４
８
・
５
３
・
２

２
５
８
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保
育
所
で
乳
幼
児
家
庭

教
育
学
級
・
保
育
参
加

６
月
24
日
貊
乳
幼
児
家

庭
教
育
学
級
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
村
中
央
公
民
館
長

を
迎
え
乳
幼
児
家
庭
教
育

学
級
の
開
級
式
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
講
師
と
し
て
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
歯
科
衛
生
士
の

降
矢
ふ
く
子
先
生
を
招
い

て
「
口
か
ら
見
た
子
育
て
」

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
食
べ
る
力
は
生
き
る

力
」
と
い
う
降
矢
先
生
の

話
に
保
護
者
の
方
々
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
う
な
ず
い

て
い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
各
ク
ラ

ス
の
保
育
参
加
（
給
食
試

食
）
が
あ
り
食
育
の
一
環

と
し
て
「
ま
ご
わ
や
さ
し

い
」
を
基
本
と
し
た
保
育

所
の
給
食
を
味
わ
い
な
が

ら
試
食
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

０
歳
児
の
子
ど
も
達
は

普
通
食
や
離
乳
食
を
お
家

の
人
に
食
べ
さ
せ
て
も
ら

い
と
て
も
う
れ
し
そ
う
な

表
情
で
し
た
。

第
二
小
学
校
よ
り
義
援

金
届
く

第
二
小
学
校
で
は
毎
年

Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
に
よ
る
白

い
羽
根
運
動
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
は
被
災
さ
れ

た
方
々
が
一
日
で
も
早
く

元
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と

を
願
い
、
熊
本
地
震
義
援

金
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
で
は
全

校
児
童
に
事
前
に
文
書
で

お
願
い
を
し
、
７
月
４
日

豺
か
ら
７
月
７
日
貅
の
４

日
間
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
８
名

で
手
作
り
の
募
金
箱
を
持

っ
て
登
校
時
の
児
童
へ
呼

び
か
け
、
募
金
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
児
童
の
温

か
い
義
援
金
が
７
月
12
日

貂
に
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

社
協
で
は
届
け
ら
れ
た

義
援
金
を
日
本
赤
十
字
社

福
島
県
支
部
に
送
り
、
日

本
赤
十
字
社
か
ら
被
災
地

へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

ビ
ル
ド
商
事
杯
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の

開
催７

月
14
日
貅
、
八
雲
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
第
３

回
ビ
ル
ド
商
事
株
式
会
社

杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
主
催
者
の

ビ
ル
ド
商
事
㈱
梅
宮
吉
男

社
長
よ
り
「
あ
い
に
く
の

天
気
で
す
が
、
皆
さ
ん
、

一
生
懸
命
プ
レ
ー
し
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
は

雨
に
負
け
じ
と
大
会
を
楽

し
み
ま
し
た
。

男
子
個
人

優
　
勝
　
窪
木
伸
典（

八
雲
）

準
優
勝
　
菊
地
忠
幸
（
峠
）

３
　
位
　
中
野
直
枝

（
天
王
台
）

女
子
個
人

優
　
勝
　
緑
河
ミ
ヨ
子

（
関
和
久
）

準
優
勝
　
金
子
文
江

（
天
王
台
）

３
　
位
　
小
林
信
子（

宿
舘
）

団
　
体

優
　
勝
　
天
王
台

準
優
勝
　
八
　
雲

３
　
位
　
　
峠

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び
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は
、「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
心
配

を
抱
え
た
妊
産
婦
の
皆
さ
ま
に

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
と
同
時

に
、
福
島
県
で
子
ど
も
を
産
み

育
て
よ
う
と
す
る
皆
様
の
現
状

や
ご
意
見
を
的
確
に
把
握
し
、

よ
り
よ
い
産
科
医
療
お
よ
び
育

児
支
援
の
提
供
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

○
時
期

平
成
28
年
11
月
頃

○
対
象
者

①
平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
７
月
31
日
ま
で
に
県
内

で
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ

た
方

②
右
記
期
間
に
県
外
で
母
子
健

康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、

県
内
で
里
帰
り
出
産
さ
れ
た
方

※
対
象
と
な
り
ま
す
①
の
方
に

は
調
査
票
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。
②
の
方
は
産
科
医
療
機
関

に
調
査
票
の
配
布
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
調
査
の

未
提
出
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
回
答

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○問
福
島
県
立
医
科
大
学
放
射
線

医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。

８
月
10
日
付
け
で
送
付
さ
れ

る
納
税
通
知
書
に
よ
り
納
期
限

ま
で
に
金
融
機
関
か
ら
納
め
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
に
は
、
納
税
通

知
書
に
口
座
振
替
依
頼
書
を
同

封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
依
頼
書
を
金
融
機

関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
今

回
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
る

方
は
第
２
期
分
か
ら
の
振
替
と

な
り
ま
す
。）

○
納
期
限

第
１
期
８
月
31
日
貉

第
２
期
11
月
30
日
貉

※
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合

は
、
第
１
期
に
一
括
で
納
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

○問
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
課
課
税
第
一
チ
ー
ム

蕁
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
７

県
民
健
康
調
査
「
妊
産

婦
に
関
す
る
調
査
」
に

つ
い
て

福
島
県
と
県
立
医
科
大
学
で

○問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

蕁
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

様
々
な
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、

嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
専

用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
１
２
０
・
７
７
１
・
２
０
８

○
受
付

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
を
除
く
）

○
時
間

９：
00
〜
17：

00

相
談
は
無
料
で
す
。
匿
名
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）
人

権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、

厚
生
労
働
省
の
生
活
相
談
充
実

事
業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で

す
。

○問
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓

発
推
進
セ
ン
タ
ー

蕁
０
３
・
５
７
７
７
・
１
８
０
２

個
人
事
業
税
納
期
の

お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事

心
の
相
談
会

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

応
相
談

〇
会
場

泉
崎
村
保
健
福
祉
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

○問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

蕁
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

８
月
６
日
貍

８
月
は
第
１
土
曜
日
で
す
。

10：

00
〜
12：

00

〇
会
場

泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
員

村
民
生
委
員

鈴
木
幸
子
・
武
藤
英
雄

相
　
談

案
　
内
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妊
産
婦
専
用
ダ
イ
ア
ル

蕁
０
２
４
・
５
４
９
・
５
１
８
０

（
平
日
９：

00
〜
17：

00
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
の
制
度
な

の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込
み

手
続
は
簡
単
で
す
。

事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者

の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳

に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
金

日
額
310
円

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
建
退

共
の
制
度
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
し
た

○
退
職
金
の
予
定
運
用
利
回
り

が
2.7
％
か
ら
3.0
％
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

○
退
職
金
の
不
支
給
期
間
が
掛

金
納
付
月
数
12
月
未
満
に
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。
（
遺
族
請
求
は

従
前
ど
お
り
12
月
未
満
で
変
更

あ
り
ま
せ
ん
）

○
被
共
済
者
に
よ
る
移
動
通
算

の
申
出
期
間
が
３
年
以
内
に
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

○
移
動
通
算
で
き
る
退
職
金
額

の
上
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ

の
お
願
い

○
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就

労
日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付

し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」

を
所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、

建
設
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る

よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

建
退
共
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な

ど
建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情

報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○問
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
福

島
県
支
部

蕁
０
２
４
・
５
２
３
・
１
６
１
８

住
宅
用
太
陽
光
発
電

補
助
制
度
の
ご
案
内

あ
な
た
の
家
に
も
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
？

泉
崎
村
及
び
福
島
県
で
は
、

県
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
を
対
象

に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

○
泉
崎
村

補
助
額：

ｌ
ｋ
Ｗ
当
た
り
３

万
円
（
４
ｋ
Ｗ
ま
で
、
最
大
12

万
円
）

申
請
期
限：

平
成
29
年
３
月

31
日
貊
ま
で

○問
村
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

蕁
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
０
９

○
福
島
県

補
助
額：

１
ｋ
Ｗ
当
た
り
４

万
円
（
４
ｋ
Ｗ
ま
で
、
最
大
16

万
円
）

申
請
期
限：

平
成
29
年
２
月

28
日
貂
ま
で

※
補
助
申
請
額
が
予
算
額
に
達

し
た
場
合
は
、
期
間
内
で
あ
っ

て
も
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

○問
福
島
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
セ
ン
タ
ー

蕁
０
２
４
・
５
２
６
・
０
０
７
０

日
本
赤
十
字
社
福
島
県

支
部
　
新
規
職
員
採
用

試
験
案
内

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
で
採

用
す
る
職
員
の
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

○
募
集
職
種

一
般
事
務
職
員

○
採
用
人
数

若
干
名

○
募
集
方
法

募
集
要
項
の
詳

細
は
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確

認
願
い
ま
す
。

○
募
集
期
間

８
月
１
日
豺
〜
９
月
６
日
貂

○
応
募
締
切

９
月
６
日
貂
　
17：

00
必
着

○問
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

総
務
課
採
用
担
当

蕁
０
２
４
・
５
４
５
・
７
９
９
７

が
ん
検
診
受
診
啓
発
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

募
集
中
で
す
！

あ
な
た
の
作
っ
た
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
が
、
が
ん
検
診
推
進

員
テ
キ
ス
ト
や
が
ん
検
診
啓
発

チ
ラ
シ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

福
島
県
で
は
、
平
成
25
年
３

月
に
「
が
ん
対
策
推
進
計
画
」

募
　
集
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を
策
定
し
、
平
成
29
年
を
目
標

年
次
と
し
て
が
ん
検
診
受
診
率

50
％
（
乳
が
ん
と
子
宮
頸
が
ん

に
あ
っ
て
は
60
％
）
以
上
を
目

標
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
４
月
に
は

「
が
ん
対
策
推
進
条
例
」
を
施

行
し
、
が
ん
検
診
受
診
率
向
上

の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

が
ん
検
診
受
診
は
、
県
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
に
関
わ
る
大

事
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識

か
ら
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

が
ん
検
診
の
受
診
促
進
に
向
け

た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
広
く

県
民
か
ら
公
募
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
募
集
の
活
動
を
通
じ
て
、

が
ん
検
診
受
診
の
必
要
性
に
対

す
る
県
民
の
理
解
を
深
め
て
い

く
機
会
と
な
り
、
さ
ら
に
は
が

ん
検
診
受
診
促
進
が
県
民
運
動

へ
と
発
展
し
て
い
く
契
機
に
な

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
募
集
作
品
の
規
格

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
次

の
内
容
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

が
ん
検
診
受
診
が
県
民
一
人

ひ
と
り
の
身
近
な
問
題
で
あ
る

こ
と
を
訴
え
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
必
要

性
が
理
解
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
た
め

の
動
機
づ
け
と
な
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に

つ
な
が
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

公
序
良
俗
に
反
す
る
又
は
す

で
に
他
の
商
品
や
催
し
等
で
使

用
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
応
募
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

○
応
募
資
格

福
島
県
在
住
、
在
勤
、
在
学

又
は
出
身
の
方
。
国
籍
は
問
わ

な
い
。
反
社
会
的
勢
力
に
関
係

す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

応
募
か
ら
除
外
す
る
も
の
と
す

る
。

○
応
募
方
法
等

応
募
で
き
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
、
一
人
に
つ
き
一
作
品

と
す
る
。

応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
「
応

募
用
紙
の
例
」
に
記
載
の
項
目

を
記
載
す
る
こ
と
。

点
字
作
品
は
翻
訳
（
ペ
ン
書

な
ど
）
し
て
応
募
す
る
。

応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

○
締
め
切
り
期
日

８
月
19
日
貊
必
着

○
表
彰
式

10
月
22
日
貍

※
同
日
開
催
の
「
が
ん
予
防
・

が
ん
検
診
の
集
い
（
い
わ
き
市

開
催
）」に
て
表
彰
い
た
し
ま
す
。

○
特
典

最
優
秀
作
品
（
１
点
）

に
つ
い
て
は
、
が
ん
検
診
推
進

員
テ
キ
ス
ト
や
が
ん
検
診
啓
発

チ
ラ
シ
に
掲
載
予
定
で
す
。
最

優
秀
作
品
及
び
優
秀
作
品
に
対

し
、
副
賞
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.fukushim

a.l
g.jp/sec/21045 a/catch.htm

l

○問
福
島
県
保
健
福
祉
部
健
康
増

進
課

蕁
０
２
４
・
５
２
１
・
７
６
４
０

福
島
県
立
医
科
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
災
害

・
被
ば
く
医
療
科
学
共

同
専
攻
（
修
士
課
程
）

学
生
募
集

○
専
攻
・
コ
ー
ス

災
害
・
被
ば
く
医
療
科
学
共

同
専
攻
医
科
学
コ
ー
ス
・
保
健

看
護
学
コ
ー
ス

○
募
集
人
員

各
５
名
程
度

○
入
学
定
員

10
名

※
出
願
の
際
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
最
新
の
状
況
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

○
入
試
日
程

12
月
募
集

平
成
28
年
11
月
14
日
豺

〜
平
成
28
年
11
月
24
日
貅

○
試
験
日

平
成
28
年
12
月
３
日
貍

○
合
格
発
表

平
成
29
年
１
月
19
日
貅

※
８
月
募
集
試
験
に
お
い
て
定

員
を
満
た
し
た
場
合
は
、
12
月

募
集
試
験
は
実
施
し
な
い
の
で
、

出
願
前
に
電
話
等
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

○問
福
島
県
立
医
科
大
学
教
育
研

修
支
援
入
試
係

蕁
０
２
４
・
５
４
７
・
１
０
９
３

教
育
講
演
会

小
・
中
学
生
の
姿
勢
が
悪
く

猫
背
に
な
る
児
童
生
徒
が
多
い

で
す
。

勉
強
や
読
書
の
み
な
ら
ず
近

年
は
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
用
に
よ
る
猫
背
の
増
加

が
顕
著
で
す
。

猫
背
は
見
た
目
だ
け
で
な
く
、

健
康
に
も
問
題
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
学

校
保
健
委
員
会
で
も
喫
緊
の
対

策
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
演
題

『
健
康
に
な
る
姿
勢
の
秘
訣
』

ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
で
猫
背
に
！

そ
ん
な
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま

す
。

○
講
師

（社）
日
本
姿
勢
教
育
協

会
　
碓
田
拓
磨
先
生

○
日
時

８
月
24
日
貉

15：

10
〜
16：

20

○
会
場

泉
崎
中
学
校
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー

○
参
加
費

無
料

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
聴
講
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○問
村
教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ蕁
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

催
　
し



謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
で

き
る
よ
う
職
員
一
同
、
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
・
ご
友

人
の
方
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

施
設
長
挨
拶小

林
利
男
先
生

日
ご
ろ
よ
り
当
施
設
に

ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
恒
例
の

「
い
ず
み
ざ
き
南
東
北
祭

り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
楽
し
く
、
に
ぎ
や
か
な

祭
り
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

昨
年
同
様
に
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
・
模
擬
店
を
計
画

し
、
精
一
杯
お
も
て
な
し

が
で
き
る
よ
う
職
員
一
同

11

泉崎南東北だより

夏
を
迎
え
、
暑
い
日
々
が

続
き
ま
す
が
、
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

今
年
は
「
感
謝
」
を
テ
ー
マ

に
、
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い

熱
い
イ
ベ
ン
ト
邇
「
い
ず
み

ざ
き
南
東
北
祭
り
」
を
８
月

21
日
（日）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

の
も
と
今
年
で
８
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
皆
様
に
よ
る

催
し
物
や
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
、
餅
ま
き
（
豪
華

景
品
も
当
た
っ
ち
ゃ
う
迴
）

な
ど
、
楽
し
い
企
画
を
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

当
施
設
の
利
用
者
様
、
地

域
の
皆
様
、
ご
来
場
頂
く
方

に
祭
り
を
通
し
て
日
頃
の
感

月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8:30～
11:30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科
8/4.18.25

内藤　梓
消化器内科・外科
8/12.19.26

総合南東北病院医師
心臓血管外科

休
　
　
　
診

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科
8/4.18.25

小林奈美江
眼科

8/5.19.26

内藤　梓
消化器内科・外科

8/13.27

小児科医師
8/18

緑川博文
心臓血管外科
8/8

午　後
受付時間
13:30～
16:00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科
8/4.18.25

内藤　梓
消化器内科・外科
8/12.19.26

小林利男
整形外科・内科

8/6.20

小児科医師
8/18

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
8/4.18.25

内藤　梓
消化器内科・外科

8/13.27

診療所外来８月担当医　

第
８
回
い
ず
み
ざ
き
南
東
北
祭
り
〜
感
謝
〜

8/8月曜日午後
（14:00～16:30）

（下段の日付は診察日の記載になります！）
※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問
い合わせください。
※８月５日（金）終日、内藤先生不在となります。８月12日（金）眼科休診となります。
※小児科の受付は14：30までとなります。水曜日の受付は14：30までとなります。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は蕁0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。

○問 泉崎南東北診療所　蕁0248-53-2415

頑
張
り
ま
す
の
で
、
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

実
行
委
員
長
挨
拶矢

尻
哲
也

暑
い
日
々
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
も
「
い
ず
み
ざ
き

南
東
北
祭
り
」
の
季
節
が

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
、
８
回
目

を
迎
え
、
こ
れ
も
日
頃
よ

り
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援

・
ご
協
力
あ
っ
て
の
事
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
祭
り
を
通
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

暑
さ
厳
し
い
時
期
で
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

小児科受付
14:30まで

８月より眼科の診察日が金曜日に変更になりました。
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福祉グループ　蕁５４・１３３５

検
診
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
結
果
を
確
認
さ
れ
た

で
し
ょ
う
か
。
５
月
に
実

施
し
た
総
合
検
診
で
、
特

定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方

の
う
ち
男
性
の
17
・
７
％
、

女
性
の
10
・
６
％
が
、
メ

タ
ボ
予
備
群
で
、
男
性
の

29
・
８
％
、
女
性
の
11
・

９
％
が
、
メ
タ
ボ
該
当
者

で
し
た
。

検
診
は
、
受
け
た
後
が

大
切
で
す
。
結
果
を
生
活

習
慣
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
医
療
機
関
で
の

検
査
が
必
要
な
方
は
、
必

ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は
、
過
剰
に
蓄

積
さ
れ
た
内
臓
脂
肪
が
か

ら
だ
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ

な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
生

活
習
慣
病
に
か
か
り
や
す

く
な
っ
た
状
態
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

予
防
に
は
、
生
活
習
慣

の
改
善
が
重
要
で
す
。

健
診
結
果
を
確
認
し
て
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
の
総
合
検
診
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
方
へ

「
総
合
検
診
施
設
検
診
」
ま

た
は
「
総
合
検
診
追
加
検
診
」

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

総
合
検
診
施
設
検
診

○
検
診
種
別

特
定
健
診
・
高

齢
者
健
診
・
胃
が
ん
検
診
・
肺

が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

○
検
診
期
間

７
月
１
日
貊
〜
10
月
31
日
豺

○
検
診
種
別

子
宮
頸
が
ん
検

診
・
乳
が
ん
検
診

○
検
診
期
間

７
月
１
日
貊
〜
12
月
22
日
貅

※
検
診
期
間
終
盤
は
、
予
約
が

い
っ
ぱ
い
で
受
診
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
受
診
希
望
の

方
は
早
め
に
医
療
機
関
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

総
合
検
診
追
加
検
診

○
期
日

11
月
19
日
貍

○
場
所

村
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

○問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー

プ
（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
）

蕁
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

５
月
の
総
合
検
診
を
受
け
ま
し
た
か
？

心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖

尿
病
の
合
併
症
な
ど

不
適
切
な
食
生
活
・
運

動
不
足
・
飲
酒
・
喫
煙

な
ど

内
臓
脂
肪
の
蓄
積

脂
肪
細
胞
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
悪
玉
物
質
が
出
る

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂

質
異
常
症（
高
脂
血
症
）

動
脈
硬
化
の
進
行
・
生

活
習
慣
病
の
悪
化
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６月の人気の本　ベスト５ 調査対象期間：2016.６.1～６.30

一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん

1
火花

又吉　直樹著／文藝春秋
(2015年刊)

デルトラ・クエスト １ 沈黙の森
エミリー・ロッダ著／岩崎書店

(2002年刊)

しずくちゃん 10 うきうきしずく
の森 ぎぼ りつこ著／岩崎書店　

(2008年刊)

2
異世界でカフェを開店しました。
７　　　　　　　　甘沢　林檎著

アルファポリス(2016年刊)

びっくり！ジャンボ昆虫園
安田　守写真／学研教育出版

(2011年刊)

アンパンマンとはみがきまん
やなせ　たかし著／フレーベル館

(2009年刊)

4
暗殺姫は籠の中
小桜　けい著／アルファポリス

(2016年刊)

華麗なる探偵アリス＆ペンギン
南房　秀久著／小学館

(2014年刊)

アーロと少年
KADOKAWA
(2016年刊)

3
恭一郎と七人の叔母

小路　幸也著／徳間書店
(2016年刊)

新種発見！こびと大研究
なばた　としたか著／ロクリン社

(2012年刊)

ふしぎなにじ　かがみのえほん
わたなべ　ちなつ著／福音館書店

(2014年刊)

5
いい加減な夜食　４
秋川　滝美著／アルファポリス

(2016年刊)

図書館脱出ゲームぼくたちの謎と
き大作戦！上 ｸﾘｽ･ｸﾞﾗﾍﾞﾝｽﾀｲﾝ著

KADOKAWA(2016年刊)

いろいろおすし
山岡　ひかる著／くもん出版

(2016年刊)

泉崎図書館
蕁５３・４７７９

Ｐａｒｔ28

《おすすめの本》

《図書館からのお知らせ》

『夏とごはん　元気なときも　バテたときも』
渡辺　有子／筑摩書房（２０１２年刊）

夏は蒸し暑さや冷房などで体調を崩したり、食欲がなくなったりしがちです。暑さでバテたと
き、スタミナをつけたいときなど、いろいろな料理を紹介していますので参考にしてみてはいか
がですか？まだまだ暑い日が続きます。おいしく食べて元気に乗り越えましょう。

・夏休みの宿題となる第62回青少年読書感想文コンクール「課題図書」「福島県推薦図書」が入荷しています。夏
休み期間中は、１人１冊１週間の貸出となります。なお、毎年夏休み終了間際になると大変混雑しますので、
お早めにご利用ください。
・図書館では、《希望の図書》を受付しています。読みたい本がありましたら図書館までお知らせください。購入
し、貸出いたします。刊行年が古く入手困難な本に関しては相互貸借サービスにて他の図書館から借用できま
すので併せてご利用ください。

吉田　陽菜さん（１１歳） ・・・字寺前

図書館は家から近いから利用しやすく、大好きな本がたくさんあって、自主学習に使える
本がある。と小学生の陽菜さんが話してくれました。陽菜さんが好きな本は、高橋うらら著
「犬たちからのプレゼント」です。
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※急患のための制度です。［診療時間　９時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医８

10
（水）

▲資源ごみ

17
（水）

幼○幼稚園預かり保育受入開始
▲資源ごみ

休日窓口開庁日（役場・社協）

16
（火）

●可燃ごみ

18
（木）

育○保育所夏季家庭保育
（13日～16日）

幼○幼稚園預かり保育休園
（13日～16日）
休日窓口開庁日（役場・社協）

休日窓口開庁日（役場・社協）

15
（月）

２
（金）

●可燃ごみ

5
（月）

公○クック＆クッキング

6
（火）

ト○貯筋会
ト○フラダンス教室
●可燃ごみ

ト○支部対抗綱引大会
幼○第３回ＰＴＡ奉仕作業
休日窓口開庁日（役場・社協）

８
（木）

中学校体験学習
二小尾瀬宿泊学習
児○なかよしクラブ

９
（金）

休日窓口開庁日（役場・社協）

7
（水）

東西しらかわ中学校駅伝競走大会
二○ノーメディアデー
公○英会話教室
▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

今 月 の 行 事 【 8月10日～9月9日】

みうら小児クリニック
蕁28・1001（白河市石阿弥陀）

くにい増見クリニック
蕁46・2258（白河市大信増見）

秋 山 歯 科 医 院
蕁34・3741（白河市東刈敷坂）11

わたなべ子どもクリニック
蕁21・2166（白河市老久保）

さかの整形外科クリニック
蕁24・5111（白河市旭町）

ひ ま わ り 歯 科 医 院
蕁23・5991（白河市関辺）

ねもとキッズクリニック
蕁21・5623（白河市立石山）

しらかわ腎泌尿器内科クリニック
蕁24・2311（白河市中山南）

鈴 木 歯 科 医 院（表郷）
蕁32・2029（白河市表郷金山）

■小児科 ■内科・外科 ■歯科

岡 小 児 科 内 科 医 院
蕁23・7811（白河市結城）

すずき内科クリニック
蕁24・4114（白河市森の内）

内 藤 歯 科 医 院
蕁25・0331（西郷村熊倉）

8/

関 　 医 　 院
蕁23・3003（白河市横町）

鈴木ホームクリニック
蕁31・8181（白河市南真舟）

永 山 歯 科 医 院
蕁27・1646（白河市馬町下）

9/

（木）

14（日）

21（日）

28（日）

4 （日）

中学校体験学習
育○保育所親子運動会（２歳児）
二小尾瀬宿泊学習
休肝日
●可燃ごみ■不燃ごみ

12
（金）

●可燃ごみ■不燃ごみ

22
（月）

23
（火）

ト○貯筋会
●可燃ごみ

24
（水）

さつき公園プール一般開放最終日
一○・二○登校授業日
▲資源ごみ

25
（木）

小学校、中学校第２学期始業式

26
（金）

幼○第２学期始業式（午前保育）
公○成人学級
●可燃ごみ■不燃ごみ

休日窓口開庁日（役場・社協）

休日窓口開庁日（役場・社協）

19
（金）

●可燃ごみ

福島県民の日プール無料開放
議長杯パークゴルフ大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

9/1
（木）

県下小中学校音楽祭　合唱

29
（月）

31
（水）

水道料金第３期納入期限
固定資産税第２期納期限
国民健康保険税第２期納期限
村営住宅使用料８月分納入期限
村県民税第２期納期限
介護保険料第２期納期限
後期高齢者医療保険料第1期納期限
保○なかよしクラブ自由参加日
▲資源ごみ

一○第２回ＰＴＡ奉仕作業
二○第３回ＰＴＡ奉仕作業
公○グラスアート教室
公○ポーセラーツ教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

30
（火）

ト○貯筋会
保○１歳６か月児健診（フッ素塗布）
●可燃ごみ



お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

曽
我
部
　
澪み

お

ち
ゃ
ん

（
辰
也
さ
ん
・
理
絵
さ
ん
）

網
藤
　
遥
香
は
る
か

ち
ゃ
ん

（
幹
也
さ
ん
・
和
恵
さ
ん
）

諸
根
　
良
彰
さ
ん
・
真
由
美
さ
ん

本

圭
子
さ
ん
（
83
歳
）

本
柳
　
サ
ク
さ
ん
（
87
歳
）

真
鍋
　
ミ
ツ
さ
ん
（
86
歳
）

梅
宮
　
三
郎
さ
ん
（
79
歳
）

梅
原
　
キ
ヨ
さ
ん
（
85
歳
）

田
崎
　
定
男
さ
ん
（
81
歳
）

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ28.９.30

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ８ 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ28.９.30

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ８ 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ28.９.30

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ８
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基準日 村 の 人 口（人）
世帯数
（戸）

７月１日
現　　在

男 3,203
6,546 2,084

女 3,343

６月１日
現　　在

男 3,209
6,553 2,085

女 3,344

こ
ち
ら

戸
籍
窓
口

●
お
め
で
た

●
お
悔
や
み

●
お
祝
い
　

奔
放
に
梅
雨
の
空
抜
く
大
欅
　
　
　
　
　
　
　
戴
　
子

椅
子
一
つ
湖
を
見
て
ゐ
る
晩
夏
か
な
　
　
　
　
栄
　
子

水
鶏
笛
霧
の
匂
ひ
の
闇
深
し
　
　
　
　
　
　
　
潤
　
子

睡
蓮
の
開
く
刻
耳
軽
く
な
る
　
　
　
　
　
　
　
堯
　
子

空
瓶
に
梅
雨
す
き
と
ほ
る
夜
の
渚
　
　
　
　
　
秀
　
子

黒
南
風
の
底
ス
テ
ッ
キ
を
携
へ
て
　
　
　
　
　
秀
　
治

漣
を
ゆ
つ
く
り
止
め
る
素
足
か
な
　
　
　
　
　
ゆ
き
こ

蒲
の
穂
の
岸
に
大
き
な
吐
息
か
な
　
　
　
　
　
和
　
子

泥
に
生
れ
泥
に
生
き
ん
と
蓮
の
花
　
　
　
　
　
圭
　
子

郭
公
の
う
ら
と
お
も
て
の
声
荒
る
る
　
　
　
　
光
　
　

馬
魂
碑
の
裏
側
に
あ
る
夏
帽
子
　
　
　
　
　
　
ま
つ
え

郭
公
の
引
つ
張
る
沼
の
愚
図
り
様
　
　
　
　
　
光
　
郎

張
力
の
行
き
て
戻
れ
る
梅
雨
の
池
　
　
　
　
　
直
　
子

鑑
賞
句
　

も
の
溜
ま
り
ゆ
く
ば
か
り
な
る
梅
雨
の
家
　
　

片
山
由
美
子

梅
雨
の
時
季
、
少
し
で
も
外
に
出
ら
れ
る
日
は
庭
の
手
入
れ
や
用
足

し
等
で
家
の
中
は
ほ
っ
た
ら
か
し
と
言
う
事
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
著
名
人
な
ら
尚
の
こ
と
、
来
客
も
あ
り
次
々
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
。
溜
め
息
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

す
。

（
五
十
嵐
直
子
）

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。

御
　
礼

村
外
で
私
達
の
俳
句
に
目
を
通
さ
れ
て
い
る
方
々
が
居
り
、
わ
ざ
わ
ざ
感

銘
句
を
知
ら
せ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
互
い
に
選
評
し
合
い
、
続
け
て
い
る

俳
句
で
す
。
と
て
も
嬉
し
く
、
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



皆さん、こんにちは。
私は学生時代は福島市で過ごしま

したが、生れてからずっと泉崎村で
育ち、今に至っています。
私には中２の娘と小１の娘がいま

す。
中２の娘は私のことをまるで友達

のように思っています。
私って母親らしくないのかなぁと

思うこともありますが、これからも
何でも話し合える関係でいたいです。

箭内ゆかりさん（字向宿）

小１の娘は、朝、早起きをして歩
いて小学校に行くようになり、大変
なこともありますが「小学校楽しい」
と毎日元気に通学していることを嬉
しく思います。
これからも、子ども達の成長を見
守りながら今の生活を楽しんでいき
たいです。
また、家族で過ごす時間を大切に
していきたいと思います。

次回は穂積祐二さんに
バトンタッチ！

地域で輝くヒトやモノをご紹介

リレートーク
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宿舘老人クラブが環境美化運動
６月26日(日)宿舘老人クラブ会員は旧

役場前の花壇の除草を行ないました。
参加会員20名が社会奉仕の環境美化

運動に参加し、年2回実施しています。
また新会員も募集してますので、私

達と共に社会奉仕に参加してみません
か。

後
藤
桜
音

か
の
ん

ち
ゃ
ん
（
字
堂
ノ
下)

佐
藤
凛
汰
郎

り
ん
た
ろ
う

く
ん（
字
八
雲
神
社)

鈴
木
　
渓け

い

く
ん
（
字
天
王
山)

松
川
優
良

ゆ

ら

く
ん
（
字
桎
内)

大
森
愛
奈

あ
い
な

ち
ゃ
ん（
字
三
ツ
屋
前)

行
武
誠
梧

せ
い
ご

く
ん
（
字
大
小
踏
切)

広
報

い
ず
み
ざ
き

発
行
・
編
集
泉
崎
村
役
場
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

〒
969 -0101

福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

平
成
28年

８
月
１
日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）
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